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２学期は、各校で公開授業を通した授業研究が多く行われる時期です。本号では、城南小学校で行わ

れている、授業研究について、特徴的な３つの取組を紹介します。

② 統一された学習指導案

城南小学校の学習指導案【様式】

授業研究で、授業の質を高める！
「あきたのそこぢから」に学ぶ

城南小学校では、学習指導案の様式や枠などが年度当初に提案され、文字の大きさや字体、余白の広

さ、ページ数、書き出しの言葉、文末の表現などの書き方が、統一されています。また、内容について

も、「児童の実態」という項目では、①学級で４月から取り組んできたこと、②前年度、前単元等から

児童に関わる系統性の２点を書くようになっており、積み重ねの視点を重視しています。

書き手からすると、記入例に沿って書きやすい反面、枠が決まっているため、書くことを精選し推敲

する必要があります。また、指導案検討の場では、情報を共有しやすく、話し合いの内容が焦点化され

る効果が期待されます。

① 授業研究の方向性を示す提示授業

城南小学校では５月と６月に２回、提示授業が行われました。研究主任の先生が中心となり、校内の

先生方に向けて、授業を公開しています。城南小学校では、授業の展開部分を「シンカタイム」と名付

け、５月の提示授業では、より多くの児童が「シンカタイム」のねらいを達成できるための手立てが提

案されました。

このように、提示授業は、明確な目的を持って実施されます。全教員がこの提示授業に基づいて協議

をし、１年間の授業研究の方向性を共通理解します。この提示授業を受け、この後、先生方が公開授業

を行います。
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「シンカタイム」…シンカタイムⅠでは、自力解決の結果を出し合い、
シンカタイムⅡでは、出された意見を比較・検討しながら、まとめに
つながる意見へと集約していきます。



③ 改善策を考える公開授業後の協議会

グループに分かれて協議を行った後、グループから全体への報告

を重視し、全体で協議する時間を十分にとります。協議の内容をま

とめていく表には、「成果」と「課題」だけでなく、「改善策」と

いう項目が設けられ、提案を行うように設定されています。授業者

にとっては、批判や指摘だけに終わらないことで、前向きに受け止

めることができます。また、協議会に参加した先生も、自分事とし

て考え、自身の授業に生かすことができます。

このように、課題に対する具体的な改善策を示すことにより、以

後の公開授業に生かすという視点が強く意識されています。
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城南小学校の学習指導案は、Ａ４で４枚です。１枚目が「単元名、単元の目標、児童について、単
元について」です。２枚目が「単元の評価規準、単元計画」、３枚目が「本時のねらい、本時案」、
４枚目が「板書計画」です。本時案と板書計画は、Ａ４の横に書きます。


